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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 9月 11日 (2006.9.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 環 境 対 策 と し て 鶏 糞 を 焼 却 し 減 容 化 さ せ 臭 気 の な い 灰 、 す な わ ち 鶏 糞 焼 却 灰 と す る
方 法 が 多 く な っ て き た 。
　 鶏 糞 を ８ ０ ０ ℃ １ ． ５ 時 間 処 理 し た も の の 化 学 成 分 の 一 例 を 示 す と 、 Ｃ ａ Ｏ ２ ． ０ ％
、 Ｋ 2  Ｏ ％ 、 Ｐ 2  Ｏ 5  ％ 、 Ｓ Ｏ 3  １ ０ ． ０ ％ 、 Ｍ ｇ Ｏ ５ ． ５ ％ 、 Ｃ ｌ ５
． ５ ％ 、 Ｎ ａ 2  Ｏ ３ ． ０ ％ 、 Ｓ ｉ Ｏ 2  ３ ． ０ ％ 、 Ａ ｌ 2  Ｏ 3  ０ ． ５ ９ ％ ， Ｆ ｅ 2  Ｏ 3  ０ ．
５ ６ ％ 、 Ｍ ｎ Ｏ ０ ． ２ １ ％ 、 Ｚ ｎ Ｏ ０ ． １ ９ ％ 、 １ ０ ０ ０ ℃ に お け る 強 熱 減 量 （ Ｉ ｇ ． Ｌ
ｏ ｓ ｓ ） ３ ． ７ ％ で あ る 。
　 な お 、 ％ は 質 量 ％ を 示 し 、 以 下 特 に 説 明 し な い 限 り ％ は 質 量 ％ を 示 す 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
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【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ １ 】
　 そ れ に 対 し て 比 較 例 １ 、 比 較 例 ２ で は ア ル カ リ 金 属 化 合 物 を 配 合 し な い 、 ま た は 配
合 比 率 が ５ 質 量 部 以 下 で は 、 反 応 時 の 発 熱 量 が 小 さ く 、 そ の た め 蒸 気 の 発 生 が 充 分 で な く
反 応 物 は 粘 性 の 大 き い 塊 と な る 。 そ し て 難 溶 性 り ん 酸 塩 の 分 解 （ 有 効 化 ） が 充 分 に 進 行 し
な い 。
　 比 較 例 ３ の よ う に 、 ア ル カ リ 金 属 化 合 物 の 配 合 比 率 が ３ ０ ０ 質 量 部 を 超 え る と 、 反
応 時 の 発 熱 量 、 鶏 糞 焼 却 灰 の 有 効 化 に 関 し て は 表 ６ 、 反 応 物 由 来 Ｐ 2  Ｏ 5  の ク 溶 率 ８ １ ．
７ ％ と 問 題 な い が 鶏 糞 焼 却 灰 の 利 用 量 が 少 な く な っ て し ま う の で 好 ま し く な い 。
　 こ れ ら の こ と か ら 本 発 明 に お け る 鶏 糞 焼 却 灰 中 の Ｐ 2  Ｏ 5  の 有 効 化 は 、 鶏 糞 焼 却 灰 中 の
り ん 酸 三 石 灰 が 鉱 酸 と 反 応 し て り ん 酸 二 石 灰 に な る 前 記 段 落 ［ ０ ０ ４ ０ ］ 記 載 の 反 応 式 （
２ ） お よ び （ ４ ） が 支 配 的 で 、 ヒ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト の 分 解 反 応 は 少 な い も の と 想 定 で き
る 。
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